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年末年始や祝日がある週は通常の曜日では収集しないことがあります
詳しくは環境防災課へ　 ☎84-0314
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●スポーツで盛り上がる　かいせい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8～9

ごみ収集日は、町民カレンダーで確認を！

明るい未来に向けて人と自然が輝くまち・開成

9月13日㈯　約１万１千人の来場があり、盛大に開催されました。
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訓
練
１　

状
況
把
握
訓
練

　

訓
練
内
容
は
、
受
付
（
避
難
さ

れ
た
方
の
名
簿
作
成
）
、
班
分
け

（
役
割
分
担
を
決
め
る
）
、
連
絡

調
整
会
議
（
避
難
所
運
営
の
ル
ー

ル
を
決
め
る
）
で
す
。

　

災
害
時
、
冷
静
に
対
応
を
す
る

た
め
に
は
、
情
報
を
適
切
に
把
握

す
る
こ
と
が
、
避
難
所
内
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
す
。

訓
練
２　

班
別
訓
練

避
難
ス
ペ
ー
ス
設
置

　

避
難
所
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
間

仕
切
り
な
ど
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
心
身
共
に
、
極
限
状

態
に
陥
り
ま
す
。
精
神
的
な
緊
張

状
態
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
個
別

空
間
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

仮
設
ト
イ
レ
の
組
み
立
て

　

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
場
合

に
備
え
て
、
実
際
に
組
み
立
て
る

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
の
設
置
は
、
衛
生
管
理

を
す
る
う
え
で
重
要
で
す
。

訓
練
３　
合
同
訓
練

三
角
巾
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
応
急
訓
練
な
ど

　

け
が
を
し
た
場
合
の
訓
練
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
訓
練
で

は
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

手
話
通
訳
の
派
遣
を
受
け
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
、
捻
挫
な
ど
の
軽
度

な
け
が
は
、
医
者
の
診
察
を
受
け

る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
応
急
処
置
を
す
れ

ば
、
状
態
悪
化
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

減災に向けて　地域防災力の向上
問　環境防災課　☎84-0314

今
回
の
想
定
は

　

８
月
31
日
㈰
午
前
８
時
、相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す

る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。各
家
庭
で
は
、シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練（
姿
勢
を
低
く
す
る
、身
を
守
る
、揺
れ
が
収
ま
る

ま
で
動
か
な
い
）な
ど
の
安
全
確
保
行
動
を
１
分
間
行

い
ま
し
た
。そ
の
後
、多
く
の
皆
さ
ん
が
、各
自
主
防
災

会
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

今年の町防災訓練は、自助・共助・連携を意識した訓練内容でした。

訓
練
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
広
域
避
難
所
開
設
訓
練
　
～
モ
デ
ル
会
場
は
開
成
小
学
校
～

　

町
防
災
安
全
専
門
員
が
講
師
と
な
り
、
実
践
的
な
訓
練
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
上
延
沢
、
下
延
沢
、
円

中
自
治
会
か
ら
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三角巾を利用した訓練

仮設トイレ 避難スペース
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訓
練
内
容
は

　

発
電
機
に
よ
り
電
気
炊
飯
器

を
使
っ
た
り
、
釜
戸
に
火
を
お

こ
し
た
り
し
て
、
白
米
を
炊
き

ま
し
た
。
ま
た
、
非
常
食
を
作

り
、
参
加
者
に
試
食
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

訓
練
を
振
り
返
っ
て

　

た
ん
ぽ
ぽ
代
表
の
荻
野
昌
子

さ
ん
は
、
中
学
生
の
活
躍
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

作
り
方
を
質
問
さ
れ
た
方
に
中

学
生
が
き
ち
ん
と
答
え
て
い
て
、

頼
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
会

員
の
佐
々
木
節
子
さ
ん
も
、
中

学
生
が
い
な
か
っ
た
ら
、
う
ま

く
訓
練
が
で
き
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
中
学
生
の
働
き
ぶ

り
に
感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

中
学
生
は
、
や
り
方
を
見
せ
て

あ
げ
れ
ば
、
飲
み
込
み
が
早
い

の
で
、
大
き
な
力
に
な
っ
て
く

れ
ま
す
。
中
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
小
澤
靖
子
さ
ん
は
、
学
校

の
先
生
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

も
良
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

 

声
か
け
で
円
滑
に

　

初
め
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し

て
い
た
中
学
生
で
も
、
声
を
か

け
て
あ
げ
る
と
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
く
れ
ま
す
。
中
家
村
自

主
防
災
会
で
は
、
健
全
育
成
会

（
各
地
区
の
中
学
生
を
持
つ
保

護
者
の
集
ま
り
）
の
方
々
が
、

中
学
生
に
対
し
て
、
訓
練
に
参

加
す
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
促

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

実
り
あ
る
防
災
訓
練
に
な
り
ま

し
た
。

 

将
来
に
期
待

　

中
学
生
の
参
加
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
２
回
目
に
な
り
、

訓
練
に
少
し
慣
れ
て
き
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
中
学
校
を
卒

業
し
て
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
防
災
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

中
家
村
自
主
防
災
会
で
の
取
り
組
み

防
災
に
つ
い
て
勉
強
す
る
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
の
連
携
プ
レ
ー

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
備
蓄
品
を
使
用
し
た
炊
き
出
し
や
非
常
食
レ
シ
ピ
の
紹

介
な
ど
を
中
学
生
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
員
に
、
訓
練
の
様

子
を
聞
き
ま
し
た
。

鈴木防災安全専門員広域連携

伊藤防災安全専門員（写真中央）

　避難所の運営主体は、
行政機関ではなく避難者
自身です。今回の訓練は、
「見る」だけではなく、
「体験」して自ら行うこ
とを中心とした訓練を実
施しました。

　町は、ビッグレスキューか
ながわ（平成26年度神奈川県・
小田原市合同総合防災訓練）
と連携し、救援物資搬送訓練
も実施しました。

　各器具の取扱い訓練などにつ
いて、皆さん真剣に取り組んで
いただきました。日頃から、防
災意識を高く持っていただくこ
とで、実際に災害が発生した際
に適切な対応をとることができ
ます。

左から小澤さん、佐々木さん、荻野さん

非常食の試食

防災倉庫内の備蓄品確認

三角巾の訓練
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　交通事故に遭わないためには、特に注意が必要なポイントがあります。今回は、第36回自転車の安全な乗り
方足柄上地区大会で優勝した開成レインボーズに協力していただき、交通安全のポイントをお知らせします。

　自転車は道路交通法で車両の一種とされています。歩道と車両の区別のあるところでは車道通行が
原則で、車道の左端を走行しなければいけません。右側通行は法律違反であり、正面衝突を引き起こす
危険性があります。歩道のない道路で路側帯内を走行する場合についても左端を通行します。

　同大会では、開成町が1、2位を独占し、大会5
連覇を果たしました。1位の開成レインボーズは、来
年7月に開催される神奈川県大会に出場します。
団体成績
１位　開成レインボーズ（開成小学校）
２位　開成マスターズ（開成小学校）
４位　開成南ジェットスターズ（開成南小学校）
個人成績
１位　菊

き く

池
ち

菜
な

央
お

さん（開成レインボーズ）
３位　鳥

と り

居
い

陽
は る

菜
な

さん（開成南ジェットスターズ）
５位　日

ひ

吉
よ し

真
ま

那
な

人
と

さん（開成マスターズ）
６位　山

や ま

口
ぐ ち

遼
りょう

さん（開成マスターズ）
10位　千

ち

葉
ば

愛
あ

心
こ

さん（開成南ジェットスターズ）

問　環境防災課　☎84-0314

交通ルールを守り、思いやりと譲り合いの心で
　　　　　　　　          を心がけましょう！

ポイント

１
路側帯内に歩行者がいる

場合には歩行者優先だよ！

     自転車は車道の左端を走行しましょう

開成レインボーズの皆さん

菊
き く

池
ち

　菜
な

央
お

さん

交 通 安 全

路側帯車の進行方向
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　　 ドライバー
　右・左折時は、歩行者や自
転車利用者の有無をしっか
り確認し、安全であることを
確認してから行動しましょう。

　　　　歩行者・自転車利用者
　自動車が左折することが予測、確認できる場合は、徐
行や一時停止するなど、しっかり安全を確保してください。
急いでいるからといって、スピードを上げての通過や、自
分はドライバーに見えているから大丈夫という思い込み
は非常に危険です。夕暮れ時や夜間は、さらにドライ
バーから見えにくいので、十分に注意しましょう。

　　 ドライバー
　一時停止の標識がある場所では、しっかりタイヤが止まるまで停止し、その後徐行しな
がら後方、左右を確認しながら交差点に進入しましょう。また、見えないところに車両や歩
行者がいるのではないかという危険予測を心掛けましょう。

　　　　歩行者・自転車利用者
　見通しの悪い交差点では必ず徐行するか、一時停止をしましょう。

　　　　歩行者・自転車利用者
　交差点やＴ字路に進入する際には、
徐行又は一時停止をして、しっかり安
全を確認しましょう。

　　 ドライバー
　見通しの悪い交差点やＴ字路では、
必ず一時停止して徐行しながら後方、
左右確認したうえで進入しましょう。

ポイント

2

ポイント

3

夜間は、明るい色の服や反射材が

付いているものを着用しよう！

左折時の巻き込み事故

とびだし
事故

外
そ と

池
い け

　明
あ か

梨
り

さん

菅
か ん

野
の

　真
ま

央
ひ ろ

さん

佐
さ

藤
と う

　華
か

穂
ほ

さん

事
故
を
知
っ
て
未
然
に
防
ご
う

　

実
際
に
事
故
が
発
生
し
た
状
況
を
再
現
し
な
が
ら
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
注
意
点
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

自動車が急に飛び

出してくるのではない

かと危険予測をする

ことが大切！

優先道路だから大丈夫と

いう思い込みは禁物だよ！

ポイント

4
出合い頭

事故



「健康づくり de ポイントラリー」
対象事業
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子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
が
ん
で
、
原
因

は
性
交
渉
に
よ
り
感
染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
約

８
割
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
１
度
は
感
染
す

る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
免

疫
力
で
自
然
に
治
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

近
年
は
、
50
歳
代
以
上
の
子
宮
頸
が
ん
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
20
歳
か
ら
30
歳
代
で
発

症
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
検
診
内
容

　

内
容
は
、
問
診
、
内
診
、
細
胞
診
で
す
。

細
胞
診
は
、
子
宮
頸
部
の
粘
膜
を
や
わ
ら
か

い
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
取
っ
て
、
細
胞
を
顕
微

鏡
で
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

が
ん
化
し
て
い
る
細
胞
が
あ
る
か
ど
う
か

だ
け
で
な
く
、
が
ん
に
な
る
前
の
細
胞
の
異

常
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん
の
早
期

発
見
だ
け
で
な
く
、
予
防
の
役
割
も
あ
り
ま

す
。

 

乳
が
ん

　

乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
が
発
症
す
る
が

ん
の
な
か
で
、
最
も
発
症
率
が
高
い
も
の
で
、

母
乳
を
作
る
乳
腺
に
で
き
ま
す
。
患
者
は
、

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
40
歳
か
ら
60
歳
代

に
増
え
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
が
ポ
イ
ン
ト

　

乳
が
ん
は
、
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
高
く
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

９
割
以
上
の
人
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
定
期
検
診
の
受

診
が
大
切
で
す
。

検
診
内
容

　

問
診
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

で
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
乳
房
を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
に
挟
ん
で
Ｘ
線
で
撮
影

し
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
視
触
診
で
は
分
か

ら
な
い
小
さ
な
し
こ
り
も
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
30
歳
代
の
方
を
対
象
に
、

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
の
助
成
も
し
て
い

ま
す
。

20
歳
か
ら
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

       
40
歳
か
ら
乳
が
ん
検
診

　

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
若
年
化
が
進
み
、
20
歳
か
ら
40
歳
代
で
発

症
す
る
場
合
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
７

集団検診
申し込み受け付け中です

子宮頸がん検診
乳がん（マンモグラフィ）検診

場所　保健センター
日程　10月30日㈭、11月13日㈭
　　　11月18日㈫
費用　子宮頸がん　1,200円
　　　乳がん　　　2,200円
　　　※70歳以上の方、町民税
　　　　非課税世帯の方は半額
　　　　です。

２
年
に
１
回
、
婦
人
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　子宮頸がんが進行すると、子宮摘出手術が必要と
なる場合もありますが、早期のうちに治療すれば、
子宮を摘出せずに治癒できるため、妊娠・出産も可
能です。

　乳がんは早期に発見して治療すれば95％以上
が治癒します。
　正しい知識を持って、専門の先生と一緒に定
期的にチェックをすることが大切です。

※相対生存率とは、がん以外の原因で亡くなる人の影響を除いた数字です。
出典：がんの統計12資料全国がん（成人病）センター協議会加盟施設における5年生存率

※相対生存率とは、がん以外の原因で亡くなる人の影響を除いた数字です。
出典：がんの統計12資料全国がん（成人病）センター協議会加盟施設における5年生存率

早期発見した場合

92.9%

早期発見した場合

99.2%

早期発見
できなかった場合

23.3%

早期発見
できなかった場合

35.1%

５年相対生存率乳がん

５年相対生存率子宮頸がん

　指定医療機関でご自分の都合
の良い日に受ける個別検診も実
施しています。無料クーポン券
が配布されている方以外は、事
前申し込みが必要です。詳細は
保険健康課にお問い合わせくだ
さい。
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３
つ
の
学
校
が
１
つ
に

　

明
治
５
年
に
学
制
（
学
校
制
度

を
定
め
た
も
の
）
が
発
布
さ
れ
、

日
本
全
国
に
約
５
万
３
千
の
小
学

校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
６

年
５
月
、
当
時
の
延
沢
村
に
も
、

益え
き
し
ゅ
う
か
ん

習
館
と
称
し
て
西
福
寺
に
開
校

し
ま
し
た
。
同
年
７
月
に
は
班ま

だ
ら

目め

村む
ら

珠し
ゅ

明め
い

寺じ

に
益
習
館
支
校
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
益
習
館
を
金

井
島
村
香こ

う

徳と
く

院い
ん

の
境
内
に
移
し
、

金
井
学
校
と
名
称
を
改
め
、
益
習

館
支
校
は
、
千せ

ん

津づ

島し
ま

村む
ら

の
宝ほ

う
し
ょ
う
い
ん

生
院

に
移
し
、
千
津
島
学
校
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
牛
島
村
盛せ

い

徳と
く

寺じ

に
も

支
校
を
設
け
、
牛
島
学
校
と
し
ま

し
た
。
開
成
学
校
は
、
そ
れ
ら
３

つ
の
学
校
を
統
合
す
る
形
で
、
明

治
15
年
、
現
在
の
開
成
小
学
校
敷

地
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

 

開
成
学
校
の
「
開
成
」
と
は

　

「
開
成
」
の
由
来
は
、
中
国
故

事
で
あ
る
開
物
成
務
で
す
。
こ
れ

は
、
物
事
を
良
く
見
聞
き
し
（
勉

強
し
）
、
成
す
べ
き
こ
と
を
や
り

遂
げ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
開
成

学
校
の
名
称
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
、
良
く
学
び
、
成
す
べ
き
こ
と

を
や
り
遂
げ
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
こ
そ
が
、
こ
の
地
域
の
存
続
に

欠
か
せ
な
い
大
事
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
名
付
け
た
も
の
な
の
で
し

ょ
う
。

 

開
校
百
年
記
念
誌
か
ら

　

開
成
学
校
開
校
当
時
を
知
る
方

に
取
材
を
す
る
の
は
困
難
で
し
た

の
で
、
教
育
委
員
会
を
訪
ね
ま
し

た
。
そ
の
際
、
鳥
海
教
育
長
が
、

昭
和
50
年
に
作
成
さ
れ
た
記
念
誌

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
座
談
会
の
記
録
や
開

成
学
校
卒
業
生
の
手
記
が
あ
り
、

当
時
の
様
子
が
分
か
る
記
載
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

 

今
の
子
ど
も
た
ち
へ

　

現
在
、
開
成
小
学
校
と
開
成
南

小
学
校
で
は
、
合
わ
せ
て
千
人
を

超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
開

物
成
務
の
精
神
を
受
け
継
い
で
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

学
習
の
様
子

　

ノ
ー
ト
は
な
く
、
石
板
に

石
筆
で
文
字
を
書
い
た
り
、

計
算
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
体
操
を
す
る
と
き
は
、

和
服
で
裸
足
で
し
た
。

児
童
の
様
子

　

家
が
忙
し
い
の
で
、
弟
や

妹
の
子
守
り
を
し
な
が
ら
、

学
校
に
行
く
子
ど
も
も
い
ま

し
た
。
小
さ
い
妹
や
弟
は
、

飽
き
て
し
ま
っ
て
、
机
の
下

に
も
ぐ
っ
て
、
さ
つ
ま
い
も

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
授
業

が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
ま

し
た
。

明治時代に建築された校舎

鳥海教育長（左）に取材するまちづくり情報特派員

現在の開成小学校舎

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町

内
の
気
に
な
る
あ
の
場
所
・

あ
の
人
を
ま
ち
づ
く
り
情
報

特
派
員
が
取
材
し
ま
す
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
の
中

か
ら
町
と
特
派
員
で
選
定
し
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

メ
ー
ル
な
ど
で
、
住
所
、
氏

名
、
内
容
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

jitika@
tow

n.kaisei.kan

　

agaw
a.jp

　

82
－
５
２
３
４

FAX

開成小学
校の

開校当時
を

知りたい！

問　

自
治
活
動
応
援
課　

　
　
　

☎
84
－
０
３
１
５

調
べ
て
！

　
町
の
調
査
隊

　

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

町
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
町
名
の
由
来
は
当
時

の
延
沢
村
に
開
成
学
校
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ

も
そ
も
ど
ん
な
学
校
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時

の
こ
と
が
知
り
た
い
で

す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
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文
命
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
創
設
以
来
の
念
願
で
あ
っ
た

県
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
強
さ
の
根
底
に
あ
る
も
の
と

は
何
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問

の
北
村
幸
一
郎
先
生
に
聞
き
ま
し

た
。

「
心
・
技
・
体
」
を
磨
く

　

今
回
の
活
躍
は
、
技
術
だ
け
で

な
く
、
身
体
と
精
神
を
鍛
練
し
た

結
果
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
、
礼
節

を
重
ん
じ
、
ひ
た
む
き

に
努
力
し
続
け
る
こ
と
に
よ
る

技
の
習
得
、
日
々
の
練
習
に
よ
り

鍛
え
ら
れ
る
健
全
な
体
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

全
て
は
あ
い
さ
つ
か
ら

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
は
社
会

生
活
を
営
む
う
え
で
、
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
ご
く
自
然
に
あ
い
さ

つ
の
で
き
る
中
学
生
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
私
は
、
部
活
動
の

時
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
で
も
、

「
お
願
い
し
ま
す
」
で
始
ま
り
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

で
終
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
は
全
て
の
基
本
で

す
。
特
に
、
部
員
に
は
、
口
を
酸

っ
ぱ
く
し
て
言
っ
て
い
ま
す
。

自
分
に
負
け
な
い
心

　

部
員
は
、
厳
し
い
練
習
で
も
、

ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
と
、
毎
日
、
必
死

に
な
っ
て
取
り
組
む
部
活
動
が
、

自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
機
会

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
部
員
は
、

ま
さ
に
そ
の
機
会
を
得
た
の
で
し

ょ
う
。
厳
し
い
練
習
で
も
、
自
分

を
よ
り
良
く
伸
ば
し
て
い
こ
う
と

日
々
努
力
す
る
こ
と
は
、
運
動
技

術
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
豊
か

な
人
間
性
を
養
う
こ
と
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
に
厳
し
い
人

は
、
他
人
に
優
し
く
な
れ
る
も
の

で
す
。
生
徒
た
ち
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
成
長
を
し
ま
し
た
。

文
命
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

夢
に
ま
で
み
た
県
大
会
優
勝

関東大会会場

北村先生

素
直
な
心
で

　

中
学
３
年
生
の
部
員
は
６
人

で
す
。
６
人
は
、
中
学
１
年
生

で
入
部
し
て
か
ら
ず
っ
と
続
け

て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

技
術
が
向
上
し
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

や
人
の
話
を
聴
く
こ
と
の
大
切

さ
を
知
っ
た
と
い
う
生
徒
た
ち
。

北
村
先
生
を
は
じ
め
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
た
ち
の
存
在
に
感

謝
し
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。
「
お
め
で
と

う
」
と
、
心
か
ら
声
を
か
け
て

あ
げ
ら
れ
る
素
直
な
中
学
生
で

し
た
。

上段左から、加藤さん、瀬戸さん、坂本さん
下段左から、古田さん、山 さん、工藤さん

　町内には、スポーツの分野で目覚ましい活躍をされている方々がいます。その方々の取材をとおして、皆さん
にスポーツの魅力をお伝えします。　 問　自治活動応援課　☎84-0315

スポーツで
　盛り上がる

か い せ いか い せ い
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　開成水辺スポーツ公園軟式野球場で、ストラックアウトなど5種目の総合得点で競うイベントやニュースポー
ツ体験などを行います。当日、10時から参加を受け付けます。

　このイベントは、ス
ポーツに親しみなが
ら、多くの方 と々交流
を深めていただく場で
す。楽しい企画を用意
していますので、スポ
ーツやレクリエーション
で、心地よい汗を流し
ましょう。

みんなでつかんだ総合優勝
　　　若い世代の活躍に期待

スポーツをとおして
　多くの仲間と出会える

左から辻村副会長、露木会長、吉田副会長 笑顔で話す小松さん

10月5日㈰は、かいせいスポ・レクフェスティバル2014！

実行委員会副委員長
（スポーツ推進委員会長）
川村寿

と し

夫
お

さん（中家村）

 

開
成
町
体
育
協
会

小
松
大ひ

ろ

祥よ
し

さ
ん

昨年の様子

　

町
体
育
協
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
野
球
部
な
ど
、
競
技
ご
と

に
14
の
部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

7
月
に
開
催
さ
れ
た
第
63
回
足
柄

上
郡
総
合
体
育
大
会
で
は
、
開
成

町
が
31
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。
そ
の
勝
因
は
、
町
体
育
協

会
に
関
わ
る
人
た
ち
の
気
持
ち
が

ま
と
ま
っ
た
結
果
だ
と
露
木
体
育

協
会
会
長
は
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
内
の
風
通
し
が
良
く
、
何
で

も
話
し
合
え
る
雰
囲
気
が
あ
る
の

も
、
皆
さ
ん
の
士
気
を
高
め
る
う

え
で
良
い
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
吉
田
副
会
長
、
辻
村
副
会

長
が
続
き
ま
す
。

　

各
部
長
が
選
手
の
こ
と
を
よ
く

気
に
か
け
、
支
え
て
い
る
、そ
し

て
、選
手
も
そ
の
部
長
の
想
い
に
こ

た
え
て
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、数

年
前
か
ら
、30
歳
か
ら
40
歳
代
の

方
が
選
手
兼
部
長
と
し
て
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
、
主
要
ス
タ
ッ
フ

が
一
回
り
以
上
若
返
り
ま
し
た
。

数
年
か
け
て
優
勝
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
来
年

度
に
向
け
て
、
協
会
内
の
機
運
は

今
か
ら
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

小
松
さ
ん
（
円
中
）
は
、
８
月

に
開
催
さ
れ
た
第
69
回
国
民
体
育

大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）
に
神
奈
川
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
小
学
校
２

年
生
か
ら
高
校
３
年
生
の
今
ま
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
て
、そ
の

期
間
は
10
年
以
上
で
す
。攻
守
の

切
り
替
え
が
早
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

続
け
て
き
た
こ
と
で
、
日
常
生
活

で
は
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
小

松
さ
ん
は
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、

勉
強
と
部
活
動
を
両
立
す
る
う
え

で
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
仲
間
が
で

き
る
こ
と
だ
と
話
す
小
松
さ
ん
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
高
校
に
通
う
友
達
と
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
に
も
親
し
み
ま
す
。
大
学
進

学
後
は
、サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
な
ど
で
、
色
々
な
人
た
ち
と
交

流
を
し
な
が
ら
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け

て
い
く
よ
う
で
す
。
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町
の
予
算
・
決
算
は
、
福
祉
や
都
市
基
盤
の
整
備
、
教
育
な
ど
町

の
一
般
的
な
事
業
に
使
わ
れ
る
経
費
に
充
て
る
一
般
会
計
と
、
特
定

の
事
業
を
行
う
と
き
、
そ
の
収
入
・
支
出
を
一
般
会
計
と
は
区
分
し

て
経
理
す
る
た
め
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
開
成
町
に
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
、
給
食
事
業
特
別
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
と
し
て
水
道
事
業
会
計
を

設
け
て
い
ま
す
。 平成25年度 決算報告

わが町のふところ事情

あじさいちゃん

　決算は、町民の皆さんが納めた税金などが、どのように使われたかを示すも
のです。平成25年度の決算を町キャラクターあじさいちゃん、しいがしくん
と一緒に見ていきましょう。

　平成25年度の一般会計の歳入
合計は前年比1.6%減、歳出合計
は前年比1.0%減です。
　歳入が少し減って、厳しい財政
運営だったのね。

問　財務課　☎84-0322

会計別決算内訳

町債（町の借入金）年度末残高 町税の推移

区　　　　　　　　分
平　　　成　　　25　　　年　　　度

予算現額 歳入決算額 歳出決算額

1 一般会計 52 億 1,060 万円 52 億 5,265 万円 50 億 1,408 万円

2 ⑴　国民健康保険特別会計 16 億 7,052 万円 16 億 8,755 万円 16 億 70 万円

⑵　下水道事業特別会計 6億 2,269 万円 5億 8,952 万円 5億 7,280 万円

⑶　介護保険事業特別会計 8億 2,897 万円 8億 4,153 万円 8億 940 万円

⑷　給食事業特別会計 8,577 万円 8,457 万円 8,356 万円

⑸　後期高齢者医療事業特別会計 1億 5,487 万円 1億 4,326 万円 1億 4,176 万円

計 33 億 6,282 万円 33 億 4,644 万円 32 億 822 万円

3 水道事業会計 3億 8,683 万円 2億 6,291 万円 3億 6,514 万円

合　　　　　　　　計 89 億 6,025 万円 88 億 6,200 万円 85 億 8,744 万円

10 20 30 40 50 60 億円

 平成25年度

 平成24年度

 平成23年度

 平成22年度

 平成21年度

一般会計債 下水道事業債 水道事業債

 56億2千万円

 55億3千5百万円
32億5千4百万円

11億7千8百万円

 52億5千1百万円
33億9千2百万円

11億7千5百万円

 49億3千4百万円
34億6千2百万円

11億5千7百万円

 46億5千1百万円
35億4千7百万円

11億4千5百万円

 11億6千万円
 31億5百万円

5 10 15 20 25 30億円

 平成25年度

 平成24年度

 平成23年度

 平成22年度

 平成21年度

26億31万円

25億7千325万円

26億3千795万円

26億1千250万円

27億1,227万円

町民税（個人） 町民税（法人） 固定資産税 その他

その他：軽自動車税、町たばこ税
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歳
入
決
算
額
の
主
な
増
減
内
容
と
し
て

は
、
町
民
税
が
10
億
９
千
４
百
46
万
円
、

前
年
度
比
０
・
５
％
の
増
で
、
所
得
の
増

に
と
も
な
う
個
人
町
民
税
の
増
に
よ
る
も

の
で
す
。
固
定
資
産
税
が
13
億
７
千
３
百

46
万
円
、
前
年
度
比
０
・
８
％
の
増
で
、

家
屋
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
町
税
全
体

で
は
26
億
31
万
円
、
前
年
度
比
１
・
１
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
地
方
交
付
税
が
３
億
２
千
５
百

70
万
円
、
前
年
度
比
18
・
３
％
の
減
で
す
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
が
６
億
４
千
２
百
90

万
円
、
前
年
度
比
６
・
５
％
の
増
、
県
支

出
金
が
３
億
１
千
７
百
８
万
円
、
前
年
度

比
３
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
の
主
な
増
減
内
容
と
し
て

は
、
性
質
別
で
は
投
資
的
経
費
が
、
６
億

８
千
９
百
７
万
円
、
前
年
度
比
10
・
７
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
南
部
地

区
の
調
整
池
関
連
の
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
９
億
１
百
87
万
円
、
前
年

度
比
０
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
２
％
地
域
手
当
の

削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
９
億
59
万
円
、
前
年
度
比

１
・
０
％
の
増
で
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
に
伴
う
増
、
小
児
医
療
費
の
減
な
ど
の

増
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

■自主財源…町税や使用料、手数料、財産収入など直接町に入
　ってくるお金です。
■依存財源…国や県の法令等によって定められた額を交付され
　たり、割り当てられたりするお金です。
■地方交付税…国の基準に基づく行政サービスを行う場合の不
　足費用について、国から地方公共団体へ交付するお金です。
■国庫支出金…国が指定する特定の事業に対して、国が負担や
　補助をするお金です。
■県支出金…国や県が指定する特定の事業に対して、県が負担
　や補助をするお金です。
■地方消費税交付金…消費税５％のうち１％が地方消費税で町
　の人口や事業所従業員数などを基に配分されます。

用  語  解  説『歳入』

■人件費…町長や町職員の給料、町議会議員や委員会委員の報
　酬です。
■物件費…消耗品の購入費、通信費や公共施設の管理費などの
　経費です。
■維持補修費…施設等の維持管理上必要な経費です。
■扶助費…高齢者や乳幼児等の医療費助成や、児童手当の給付
　などの社会保障に必要な経費です。
■補助費等…足柄西部清掃組合、足柄上衛生組合などへの負担
　金や各種団体への補助金です。
■公債費…町債（町の借金）の元金と利子の返済金です。
■普通建設事業費…道路や公園、学校、町営住宅などの公共施
　設を建設する経費です。

用  語  解  説『歳出』

※「分担金及び負担金等」とは、分担金及び負担金・使用料及び手数料・
　財産収入・寄附金・繰入金・諸収入です。
※「その他」とは、地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡
　所得割交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・交通安全対策
　特別交付金です。

地方消費税交付金 1億5,517万円（3.0%）

投資的経費
（13.7%）

自主財源
（60.9%）

消費的
 経費

（62.8%）

依存財源
（39.1%）

その他
（23.5%）

歳入総額
52億5,265万円

歳出総額
50億1,408万円

県支出金 3億1,708万円
（6.0%）

繰出金
6億1,791万円

（12.3%）

投資及び
出資金・
貸付金
548万円

（0.1%）

積立金
6,088万円

（1.2%）

公債費
4億9,726万円

（9.9%）

補助費等 6億4,976万円（13.0%）

扶助費 9億59万円（18.0%）

維持補修費
715万円

（0.1%）

物件費
6億8,411万円

（13.7%）

人件費 9億187万円
（18.0%）

普通建設事業費 6億8.907万円（13.7%）

地方交付税
3億2,570万円

（6.2%）

国庫支出金
6億4,290万円

（12.3%）

町債 5億630万円
（9.6%）

繰越金
2億3,738万円

（4.5%） 分担金及び負担金等
3億6,155万円（6.9%）

町税
26億31万円

（49.5%）

その他 1億626万円
（2.0%）

一般会計

一般会計

歳入

歳出
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■
町
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金　

95,325円 42,930円

37,292円

15,742円

29,862円

6,007円

40,650円

27,200円

6,102円

民 生 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

そ の 他

消防費

第五次総合計画は
順調なスタートが
きれたね。

平成25年度の
主要事業

合計　301,110円

・町道138号線道路改良工事
　769万円

・町道119号線舗装補修工事
　　1,184万円

・松ノ木河原公園整備工事
　1,728万円

・中家村公園整備工事
　6,884万円

・開成小学校大規模改修工事（第3期）
　1億6,500万円

・総合型地域スポーツクラブ創設支援
　事業補助金                        130万円

・金井島公民館耐震補強工事 220万円
・宮台老人憩の家屋根防水塗装工事 179万円

・あじさい植替工事 315万円
・農業振興地域整備計画改定業務委託 292万円

防災ラジオ購入費
861万円

福祉会館空調機器更新及び防音工事 7,770万円

グリーンリサイクルセンター熟成槽整備工事
1,830万円

教育費

土木費

民生費

衛生費

農林水産業費

総務費

松ノ木河原公園

金井島公民館

中家村公園
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財政の健全化
　

町
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
に
、
4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
と
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

開
成
町
の
状
況

　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
開
成
町
の
各
指
標
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
資
金
不
足
比

率
）
は
、
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て
、
下
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
早
期

健
全
化
基
準
及
び
経
営
健
全
化
基
準
を
十
分
に
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
以
降
も
各
指
標
の
比
率
を
維
持
し
な
が
ら
財
政
運
営
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
説
明

１ 

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等(

開
成
町
の

場
合
は
、
給
食
事
業
特
別
会

計
含
む)

の
実
質
的
な
赤
字

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率

２ 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
合
算
し
全
体
と

し
て
の
実
質
的
な
赤
字
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

３ 

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る

元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償

還
金
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

４ 
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

５ 

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額

が
、
事
業
の
規
模
に
対
し
て
、

ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る

か
を
示
す
比
率

1　平成25年度決算に基づく健全化判断比率

備考　実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は「―」で表示

2　平成25年度決算に基づく公営企業の資金不足比率

備考　資金不足比率が算定されない場合は「―」で表示

（単位：％）

（単位：％）開成町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15.0 20.0

連結実質赤字比率 ― 20.0 40.0

実質公債費比率 11.2
（平成 24 年度・11.0） 25.0 35.0

将来負担比率 86.8
（平成 24 年度・98.0） 350.0

特別会計の名称 開成町の比率 経営健全化基準

開成町下水道事業特別会計 ―
20.0

開成町水道事業会計 ―

町の財政は
健全だね。

（単位：％）
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開
成
町
長　

府
川　

裕
一

〈15〉

問　自治活動応援課
☎84-0315

問　環境防災課　☎84-0314
協働の
まちづくり
協働の
まちづくり

目指せ　日本一きれいな町！

見直そう、猫の飼養マナー協働の役割分担　
　「協働のまちづくり」を進めるためには、
　自助・共助・公助のバランスが大切です。
　様々な地域課題に対応するには、自治会だけ
でなく、個人や各種団体、行政がそれぞれの役
割分担を考え、互いに協力し行動することが必
要です。
　地域社会は、自分でできることは自分で行い
（自助）、また地域住民で助け合い（共助）、
地域でできないことは行政が行う（公助）とい
う役割分担で成り立っています。今後、さらに
充実した地域社会にしていくためには、自助・
共助・公助の役割分担を明確にし、協働を進め
ていく必要があります。
　8月31日㈰の町防災訓練では、各地区の自主
防災会で様々な訓練が実施され、自助・共助・
公助の役割分担を確認することができ、地域防
災力の向上が
図られました。

下島自治会
自主防災会による訓練
バケツリレーの実施

　最近、屋外で猫を見かけることが多くなりま
した。猫によるふん尿の被害が懸念されます。
　また、交通事故に遭う猫が後を絶ちません。
外で飼う場合は、事故などの際に速やかに連絡
がとれるように、首輪や迷子札を付けて飼い主
を明らかにしましょう。
　猫を感染症から守るためには、室内環境を整
え、屋内で飼うことをおすすめします。

飼養マナーをもう一度確認して、
気持ち良くペットとの生活を楽しみましょう。
①餌は自分の敷地内で決められた時間に与える
②置き餌をしない
③ふんや食べ残しは清掃する
④周りの方の理解を得る

　

町
は
、
県
内
の
町
村
で
最
初
に
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。
身
近
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
変
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

角
川
書
店
の
「
横
浜
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
9
月
号
に
町
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
月
刊
誌
は
、
お
す
す

め
の
イ
ベ
ン
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
お
出
か
け
す
る
際
に
と
て
も
役
立
つ
情

報
が
満
載
の
都
市
情
報
雑
誌
で
す
。

　

今
回
は
「
市
長
は
街
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
9
月
13

日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
開
成
阿
波
お
ど
り
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
阿

波
お
ど
り
の
衣
装
で
着
付
け
を
し
て
、
男
踊
り
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
ま
し
た
。

撮
影
の
際
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
あ
じ
さ
い
ち
ゃ
ん
」
と

「
し
い
が
し
く
ん
」
も
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
っ
て
町
の
元
気
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
ま
す
。
来
年
2
月
1
日
に
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
町
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
、
町
を
も
っ
と
も

っ
と
好
き
に
な
り
、

周
り
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
元
気
な

町
に
な
り
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　町では、飼い猫に対する
不妊・去勢手術費用の一部
を先着順で助成しています。
希望される方は、手術前に
申請してください。詳しく
は、環境防災課へ。

横浜ウォーカー９月号
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〈3〉

　

平
成
26
年
８
月
末
時
点
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
町
内
で
５
２
０

人
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

75
歳
以
上
の
方
は
、
約
４
人
に

１
人
が
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
に
、
新
た
に
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
方
の
原
因
は
、

第
１
位
脳
血
管
疾
患
（
18
㌫
）
、

第
２
位
認
知
症
（
15
㌫
）
、
第

３
位
骨
折
・
転
倒
（
13
㌫
）
で

し
た
。

筋
力
の
低
下
は

        

生
活
の
質
の
低
下
へ

　

加
齢
に
伴
い
、
足
腰
の
機
能

は
衰
え
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

運
動
を
し
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
、
筋
力
は
ど
ん
ど
ん
低

下
し
、
骨
折
や
転
倒
の
危
険
が

高
ま
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
る
と
、
日
常
生
活
に
も
支

障
が
出
て
き
ま
す
。

下
半
身
の
筋
力
を
高
め

骨
折
・
転
倒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

立
つ
、
座
る
、
歩
く
な
ど
の

基
本
的
な
日
常
生
活
の
活
動
に

は
、
下
半
身
の
筋
力
が
特
に
大

切
で
す
。
下
半
身
の
筋
肉
を
意

識
的
に
鍛
え
る
体
操
や
運
動
を

毎
日
の
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の

ほ
か
に
食
事
代
等
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。
病
院
の
種
類
と
所
得
区
分

に
よ
っ
て
、
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

一
般
の
病
院

　

食
事
療
養
標
準
負
担
額
を
負
担

し
ま
す
。

療
養
病
床

（
主
に
慢
性
期
の
疾
患
を
扱
う
病
床
）

　

食
事
代
と
居
住
費
（
生
活
療
養

標
準
負
担
額
）
を
負
担
し
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

医
療
保
険
の
し
く
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
４

今月は後期高齢者
医療制度の入院時
の食事代について
です。

問　保険健康課　☎84-0320

介護予防に
取り組もう

食事療養標準負担額

生活療養標準負担額

深呼吸をするペースで、5～6回繰り返します。
1日3回を目安に行いましょう。スクワットができないときは、椅
子に腰かけ、机に手をついて立ち座りの動作でも効果があります。
動作中は息を止めないようにします。

①肩幅より少し広めに足を広げ
　て立ちます。つま先は30度く
　らい開きます。

②膝がつま先より前に出ないように、
　また膝が足の人差し指の方向に向
　くように注意して、お尻を後ろに
　引くように身体をしずめます。

〈10〉

介
護
予
防
の
教
室

　

町
で
は
、
足
腰
の
衰
え
が
気

に
な
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
何
度
も
転
び
そ
う
に
な

り
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は

保
険
健
康
課
ま
で
。

下肢筋力をつける「スクワット」

つま先は
30度開く  

膝が出ない
ように注意 

30度

所得区分
自己負担
割合

１食の
食費

現役並み所得者 ３割
260円

一般 １割

区分Ⅱ
（低所得者Ⅱ）

90日（※1）までの
入院

１割 210円

過去12か月の間に
91日以上の入院 １割 160円

区分Ⅰ（低所得者Ⅰ） １割 100円
※1 当該月を含めた過去12か月の入院日数です。

所得区分
自己負担
割合

１食の
食費

１日の
居住費

現役並み所得者 ３割 460円
（420円※２）

320円
一般 １割

区分Ⅱ（低所得者Ⅱ） １割 210円

区分Ⅰ（低所得者Ⅰ） １割 130円

老齢福祉年金受給者 １割 100円 0円
※2 入院時生活療養費Ⅱを算定する病院に入院している場合

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者

は
、
所
得
区
分
が
、区
分
Ⅰ
、区
分

Ⅱ
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
に
該
当
す

る
方
は
、限
度
額
適
用・標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
を
す

る
と
、減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。そ
の
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
被
保
険
者
証
と
と
も
に
提
示
す

る
と
、食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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＊文　芸
俳　句 短　歌開成俳句会 ともしび短歌会 八月詠九月吟

鶏
頭
の
厚
み
濃
く
し
て
暮
れ
に
け
り	

遠
藤
マ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　

鶏
頭
花
は
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
、
中
国
を
経
て
日
本
に
渡
来
。
園
芸
種
が
増
え

　
　
　
　
　

馴
染
み
深
い
花
で
あ
る
。
掲
句
は
夕
刻
の
庭
に
咲
く
鶏
頭
を
見
つ
め
て
の
写
生

　
　
　
　
　

句
で
あ
る
。
刻
の
移
ろ
い
の
微
妙
な
色
、
影
、
そ
の
立
姿
を
観
察
し
た
結
果
が
、

　
　
　
　
　

中
七
に
充
分
表
現
さ
れ
読
み
手
に
映
像
と
し
て
伝
わ
る
秀
句
で
す
。

	

新
井
た
か
志　

選
評

こ
ほ
ろ
ぎ
の
奏
で
る
闇
の
深
さ
か
な	

波
多
野
す
み
枝

こ
ほ
ろ
ぎ
や
季
節
移
ろ
ひ
深
眠
り	

有
賀　

孝
子

清
里
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
虫
の
夜
と
な
る	

瀬
戸　

悦
子

鈴
虫
や
階

き
ざ
は
し

暗
き
奥
の
院	

下
澤　

操
子

轡く
つ
わ

虫む
し

深
閑
の
闇
破
り
た
る	

奥
津
ち
わ
き

ぎ
っ
し
り
と
薪
積
む
軒
や
赤
と
ん
ぼ	

遠
藤
ま
つ
子

富
士
見
ゆ
る
丘
に
着
き
け
り
昼
の
虫	

遠
藤
シ
ヅ
子

虫
時
雨
い
つ
も
の
椅
子
に
夫
の
を
り	

遠
藤
美
津
子

雲
切
れ
て
風
の
止
み
た
る
水
の
秋	

濱
本　

主
雄

一
山
の
鳥
獣
戯
画
や
昼
ち
ち
ろ	

新
井
た
か
志

「
赤
と
ん
ぼ
」
う
た
へ
ば
露ろ

風ふ
う

の
悲
し
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　

五
歳
で
別
れ
た
母
恋
ひ
の
歌	

石
井
は
ま
江

　
　
　
　
　
　

唱
歌
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
は
、「
下
の
句
」
の
よ
う
な
逸い

つ

話わ

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

　
　
　
　
　

思
っ
て
唄
う
と
、
露
風
の
悲
し
み
が
よ
り
想
像
で
き
、
心
打
た
れ
る
と
い
う
。
作

　
　
　
　
　

詞
の
背
景
を
理
解
し
て
、
歌
を
唄
う
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し
た
詠
歌
。

　
　
　
　
　

  

※
露
風
＝
三
木
露
風
。
本
名
、操
。
詩
人
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
象
徴
派
詩
人
。
詩
集「
廃 

　
　
　
　
　

  　

園
」「
白
き
手
の
猟
人
」
な
ど
。
法ほ

う

名み
ょ
うは
「
穐

し
ゅ
う

雲う
ん

院
赤せ

き

蛉れ
い

露
風
居
士
」。

厨く
り
や

辺べ

に
賜た

ば

り
し
初は

つ

鮎あ
ゆ

ピ
ン
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

微か
す

か
に
川
の
匂
ひ
を
持
て
り	

諸
星　

末
子

　
　
　
　
　
　

鮎あ
ゆ

は
川
魚
の
代
表
格
で
、
姿
が
美
し
く
、「
香
魚
」
と
も
書
く
。
戴い
た
だい
た
初

　
　
　
　
　

鮎
は
、
ピ
ン
と
張
り
、
台
所
で
微か
す

か
な
川
の
匂
い
を
放
ち
、
正ま
さ

に
「
香
魚
」
と

　
　
　
　
　

言
え
る
。
視
覚
・
嗅き
ゅ
う

覚か
く

を
働
か
せ
て
の
作
者
の
繊せ
ん

細さ
い

さ
が
こ
の
秀
歌
を
生
ん
だ
。

荒あ
ら

南は

風え

の
あ
ぢ
さ
ゐ
の
里
に
人
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
ま
つ
り

囃ば
や

子し

は
雨
音
を
消
す	

府
川
ハ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
「
あ
じ
さ
ゐ
祭
り
」
で
の
祭
囃
子
の
功
用
を
、
荒あ

ら

南は

風え

が
吹
く
雨
の
中
、
活
気

　
　
　
　
　

付
か
せ
て
い
る
と
詠
ん
だ
。
こ
の
歌
の
良
さ
は
、「
ア
」
音
の
繰
り
返
し
表
現
に
、

　
　
　
　
　
「
祭
囃
子
と
雨
」
の
音
の
対
比
を
盛
衰
の
感
覚
で
捉と

ら

え
た
点
に
あ
る
。

　
　
　
　
　

  

※
荒
南
風
＝
梅
雨
半
ば
の
強
い
南
風
。

	

近
藤　

正
臣　

選

　

富
士
山
は
、
開
成
町
内
で
は
学
校

の
校
歌
な
ど
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

酒
田
保
育
園
園　

歌
三
番

　

「
に
こ
に
こ
み
て
い
る
富
士
山
と

背せ

く
ら
べ
し
た
い
と
思
う
子
だ
あ
れ

が
ま
ん
す
る
子
に
な
り
ま
し
ょ
ね
」

作
詞
小
田
原
在
住
の
詩
人　

光こ
う

山や
ま

樹

太
郎
、
作
曲　

雨あ
ま

宮み
や

伊い

之の

助す
け

。

　

開
成
南
小
学
校
校
歌　

一
番

「
富
士
の
山
を
仰あ

お

ぎ
み
て　

伸の

び
ゆ

く
若
草　

つ
ぼ
み
は
花
開
く　

我
ら

我
ら
開
成
心
の
ふ
る
さ
と
」

作
詞
作
曲
は
公こ

う

募ぼ

の
ゴ
メ
ン
ズ
ス
マ

ン
ズ
。

　

文
命
中
学
校
校
歌　

三
番

「
夕
月
の
山や

ま

脈な
み

に
か
か
り
匂に

お

え
ば

富
士
の
峰み

ね

は
冴さ

え
冴ざ

え
明あ

か

る
秋
深
く

わ
れ
ら
皆
手
を
と
り
て
道
を
ゆ
く
」

作
詞
野の

上が
み

彰あ
き
ら

、
作
曲
小お

倉ぐ
ら

朗ろ
う

　

吉
田
島
総
合
高
校
校
歌　

三
番

「
月
に
誰た

が
吹
く
笛
の
音ね

き
け
や

足
柄
山
か
霊れ

い

峰ほ
う

富
士
か　

声
を
合が

っ

し

て
剛ご

う

健け
ん

の　

よ
き
譜ふ

に
登
れ
希の

ぞ

み望
の

高た
か

嶺ね　

古こ

聖せ
い

の
遺い

訓く
ん

わ
が
校
訓
」

昭
和
四
年
、
作
詞
葛く

ず

原は
ら

し
げ
る
、
作

曲
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
。

　

こ
れ
ら
の
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
と
児
童
生
徒
の
年
代
に
合
せ
た
富

士
山
の
表
現
に
、
作
詞
者
の
思
い
が

表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
サ
イ
サ
イ
節
（
作
詞
村
田
さ

ち
子
、
作
編
曲
寺
内
タ
ケ
シ
）
に
も

「
サ
サ
イ
の
サ
イ
サ
イ　

ア
ジ
サ
イ

サ
イ　

緑
ゆ
た
か
な
足
柄
の
里　

あ

お
げ
ば
富
士
が
春
歌
い　

人
の
心
は

夢
歌
う
」
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
わ
り
の
山
は
心
の
ふ
る
さ
と
、

開
成
小
学
校
の
校
歌
の
よ
う
に
、
あ

の
山
も
、
こ
の
山
も
、
そ
し
て
富
士

山
も
、
今
後
と
も
開
成
町
で
大
切
に

歌
い
つ
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
保
護
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
府
川
　
京
子
）

開成町と富士山
富士山が世界文化遺産に登録されたことに合わせて、
「開成町と富士山」シリーズを連載しています。おたのしみください。

富
士
山
と
開
成
町
の
歌

（その7）

問　教育総務課　☎82-5221

開成南小学校と富士山
9月2日  府川撮影
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図書室だより（10月)
町民センター３階

【開室時間】火～金曜日　10：00～20：30　
　　　　　　土・日曜日　10：00～17：00
【休 室 日】毎週月曜日・蔵書整理21日～24日

※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です

今月のこの１冊 新しく購入した図書（主なもの）

みんな集まれ！おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場
　内　容　　「ロケットはっしゃ！」をつくります
　日　時　　10 月 18 日㈯ 10：00 ～
　持ち物　　はさみ・油性マジック
　対　象　　5 歳（保護者同伴）～
　場　所　　町民センター２階　小会議室 A
　　申し込みは直接図書室へ　　又は、☎ 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時　10月11日㈯　10：30～
　　　　　10月15日㈬　15：00～　　
　場　所　町民センター３階図書室　　
　　申し込みはいりません　　　　　　　

春の庭
　　　柴

し ば

崎
ざ き

　友
と も

香
か

　著

　新旧様々な家が集まって、街となり風景となる。
その中の、壁板が水色に塗られた洋館風の家をめぐ
る物語である。
　取り壊しの決まったアパートの住人である太郎は
隣家の「水色の家」に魅せられ
た西さんと出会う。西さんとの
関わりの中で亡くなった父への
思いをめぐらせつつ、日々の暮
らしが静かに淡々とつづられて
ゆく。
　この作品は第151回芥川賞の
受賞作である。

●　一　般　書　●
・明日の子供たち	 有

あ り

川
か わ

　浩
ひ ろ

・平蔵狩り	 逢
お う

坂
さ か

　剛
ご う

・それは秘密の	 乃
の

南
な み

　アサ
・緋の天空	 葉

は

室
む ろ

　麟
り ん

・荒神	 宮
み や

部
べ

　みゆき
・神の子	 薬

や く

丸
ま る

　岳
が く

・低地	 ジュンパ・ラヒリ
●　児　童　書　●

・ぼくが見た太平洋戦争	 宗
そ う

田
だ

　理
おさむ

・希望の海へ	 マイケル・モーパーゴ
・じつはよるのほんだなは	 澤

さ わ

野
の

　秋
あ き

文
ふ み

・あげます。	 浜
は ま

田
だ

　桂
け い

子
こ

・ピーター	 バーナデット・ワッツ

レポート子育て支援情報
健康で安全に過ごす　すてきさん

　去る7月4日㈮に開成小学校において大きな出来事
がありました。何と、欠席者数0人、507人全員が学
校に来ることができたのです。2学期に入ってから
も欠席者数は少なく、毎日元気よく運動会の練習や
学習に励んでいます。本当に健康で安全に過ごす、
「すてきさん」
です。
　ご家庭や地域
の見守りのおか
げと感謝してお
ります。

開園時間　8時30分～17時
休	園	日　毎週木曜日（ただし、祝日の場合は翌日	
　　　　　に振り替え）
　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
場　　所　吉田島2710　※駐車スペース有り、無料
内　　容　すべり台、ブランコ、ジャングルジムな
　　　　　どの子ども用遊具があります。
そ	の	他　管理センターがあり、談話室は飲食休憩
　　　　　スペースとして利用できます。
　　　　　また、女性用トイレには、おむつ交換用
　　　　　のベビーベッドがあります。
問　水辺スポーツ公園　☎83-1331
			 http://www.kanagawaparks.com/kaiseimizube/

開成水辺スポーツ公園
遊具広場

問　開成小学校　☎83-1616

運動会で披露した
組み体操の練習風景

　親子で楽しく遊べる場
所です。遊具広場の使用
は無料です。

HP
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申申し込み先　問問い合わせ先　 FAX ファックス　 Eメール　HPホームページアドレス

もえるごみデータ
8月分収集量

収集運搬費　約263万円（4月からの累計約1,364万円）

約246（約267t）
　（　　）内は昨年8月分

※収集量は昨年同月比約8%減となり、収集運搬費は約21万8千円
　（今年度収集単価換算）減となりました。

※毎月納付以外のものを記載しています。 

・町県民税（３期） 　　　　・国民健康保険税（５期）
・介護保険料（５期）　　　　・し尿処理手数料（４期）
・後期高齢者医療保険料（４期）

道路などで漏水を発
見したら、役場又は
次の指定業者にご連
絡ください。

人口と世帯　9月１日現在（　）内は前月比

安全データ　8月分（　）内は1月からの累計    

降　水　量　8月分（　）内は昨年8月分

◆人口　16,834 人（14）

　男　　 8,192人（△1）

　女　　 8,642人（15）

◆交通事故件　2件（40）

　死亡　0人（0）

　重傷　0人（1）

　軽傷　2人（42）

◆降水量　140.5㎜（103.5㎜）

◆世帯数　6,142世帯（7）

※平成22年国勢調査からの推計です。   

◆火災発生件数

　　　　　　　　　0件（3）

◆救急出動回数

　　　　　　　  35件（383）

    ◆雨　12日（9日）

10月31日㈮

当番期間 漏水当番水道業者

10/1～10/7 ㈱キタムラ ☎82–0721

10/8～10/14 ㈲ 草柳設備 ☎82–6323

10/15～10/21 ㈲矢口水道工業 ☎82–2656

10/22～10/28 ㈲コーユー ☎85–3108

10/29～11/4 ㈲鈴木設備 ☎83–7900

かいせい
安全・安心だより
かいせい
安全・安心だより

問　環境防災課　☎84-0314

　　　問　足柄上保健福祉事務所
　　　　　生活衛生課 ☎83-5111

　きれいな水と生活環境を守るた
め、浄化槽が本来持っている機能
を十分に発揮できるように浄化槽
の適正な維持管理を行いましょう。
法定検査、保守点検、清掃の３つ
全てが法律により義務付けられて
います。

■法定検査
申 （一社）神奈川県保健協会
　　西湘支所  ☎0463-73-0511
■保守点検
申　県知事登録の点検業者へ
■清掃
申　㈲共和衛生工業  ☎82-0030

振り込め詐欺にご注意を！
　子どもや孫などの親族を装って、現金をだまし取るオレオレ詐欺
や還付金詐欺をはじめとした振り込め詐欺の被害が後を絶ちません。
少しでもおかしいと感じたら、決してお金を振り込まず、家族や警
察に相談しましょう。

■被害に遭わないために
①親族から電話があった場合には、再度本人に確認してください。
　電話でのお金の話は要注意！
②ＡＴＭで簡単に戻る還付金は存在しません。
③公的機関（役所、警察など）が、暗証番号や預金額などを電話で
　尋ねることは絶対にありません。
④自分は絶対だまされないという過信は禁物です。
※不審な電話がありましたら、すぐに松田警察署（☎82-0110）に
　連絡してください。

浄化槽をお使いの皆さんへ

10月1日は「浄化槽の日」
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災害対策用品として、
カラーコーン50組

一般社団法人松田地区建設業協会
代表理事　内藤　浩

借金の返済でお悩みの方へ

　お一人で悩まずお電話ください。
個人の秘密は厳守します。相談は
無料です。
問　　　財務省関東財務局　
　　　　横浜財務事務所　
　　　　多重債務相談窓口
　　　　☎045-633-2335

社会保険労務士無料相談会

日　時　10月11日㈯
　　　　10時～16時
場　所　JR小田原駅ビル2階二宮
　　　　金次郎像前広場
内　容　労働問題（労働時間、賃
　　　　金、雇用、労災、安全衛
　　　　生）、社会保険（健康保
　　　　険、年金）など
問　　　県社会保険労務士会
　　　　小田原支部
　　　　鈴木 ☎23-2185

無料調停相談会

日　時　10月18日㈯
　　　　13時～16時
場　所　小田原市民会館6階
　　　　第6会議室
内　容　民事又は家事の相談
　　　　※当日先着順
問　　　小田原民事調停協会　　
　　　　（小田原簡易裁判所内）  
　　　　☎40-3188
　　　　小田原家事調停協会
　　　　（小田原家庭裁判所内）  
　　　　☎22-6586

無料法律相談会

日　時　10月18日㈯
　　　　10時～15時
場　所　ひらつか市民活動センター
　　　　平塚駅南口徒歩2分、JA 
　　　　ビルかながわ2階
内　容　相続、売買などの不動産
　　　　登記手続き、会社登記手
　　　　続き、少額訴訟などの裁
　　　　判事務など
　　　　※事前申し込みは不要
問　　　神奈川県司法書士会
　　　　小田原支部
　　　　武藤 ☎0463-25-5539

国土交通大臣表彰

県立吉田島総合高等学校
農業クラブ草花部
　道路の正しい利用、道路愛護な
どの活動において、その功績が認
められ、国土交通大臣から表彰さ
れました。同部は、平成9年から
小田急線開成駅前の植樹帯及び花
壇の植え付けや管理などを行い、
景観の維持向上に努めています。

寄　　付 表　彰

案　　内

8月16日から9月15日までに届け出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。　（敬称略）

氏　　名 性別 保　護　者 地　区

　角
か く

張
ば り

六
り っ か

花香 女 　太　一・このみ　 上延沢

表彰式

開成駅前の植え付け

　公証制度とは、契約や遺言の際に、法務大
臣の任命した公証人が公文書である公正証書
を作成し、後日のトラブル防止と取引の安全
や遺言の完全な実現を図るものです。
　法律の専門家である公証人が、当事者に親
身にアドバイスしながら法規にかなった公正
証書を作成します。相談は無料で、各公証役
場で行っています。詳しくは下記までお問い
合わせください。
申　横浜地方法務局  ☎045-641-7461（代表）

10月1日～7日は「公証週間」
遺言や大切な契約を公正証書が守ります

老後の安心は任意後見契約で
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問 福祉課　☎84-0316

問 自治活動応援課　☎84-0315

問 産業振興課　☎84-0317
2014かいせい納涼まつり

チャレンジデー2014
参加率61.6%　金メダル受賞

町長が最高齢者を訪問
　町長が、町の男女それぞれの最高齢者宅を訪問し、花束と記
念品を贈り、長寿をお祝いしました。
　女性最高齢者の仙石さんは、施設職員の方々や仲間の皆さん
に囲まれてとてもうれしそうな様子でした。男性最高齢者の瀨
戸さんは、外での作業が好きで、外出できる日は、とても生き
生きとした様子だとご家族がお話しされていました。

　町内の企業・事業所・団体な
どのPR（宣伝）の場として、広報
かいせいに広告を掲載すること
ができます。ぜひご活用ください。
　申し込み書はホームページか
らダウンロードできます。

ま ち
か ど

トピックストピックス

問 自治活動応援課　 
　 ☎84-0315

瀨
せ

戸
と

武
たけ

雄
お

さん（金井島）
99歳、大正4年生まれ

仙
せん

石
ごく

ふさ江
え

さん（下島）
103歳、明治44年生まれ

広報かいせい
広告募集中！

9/15㈪

敬老の日

　広 告

　5月28日㈬に開催したチャレンジデー
2014。開成町は、多くの皆さんに参加し
ていただき、初参加
ながら目標であった
金メダル（参加率
55％以上）を獲得す
ることができました。
表彰式で授与された
金メダルは、役場入
口に展示しています。

　ヒカシューなどのプロミュージシャンが演奏する「あしがら未来音
楽フェスティバル」、足柄牛と北海道幕別町

※

産ジンギスカンを使用した
「バーベキュー大会」、商工振興会や飲食店組合、町内の店舗など
23店舗が出店した「屋台村」などのイベントが行われ、約１万人の来場
でにぎわいました。フィナーレは1,500発の花火が夏の夜空を彩りました。
※町は幕別町と都市間交流をしています。

ご長寿おめでとうございます

8/28㈭

仲間や家族とバーベキュー

　町と町社会福祉協議会との共催で敬
老会を開催しました。民生委員児童委
員協議会や婦人会、老人クラブ連合会
などの協力者などを含め290人の参加
がありました。2組の夫婦がダイヤモ
ンド婚（結婚60年目）、5組の夫婦が
金婚（結婚50年目）を迎えられました。

敬老会

8/23㈯


